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し.pH 6-9に調整した.エチレンジアミ γ銅 (l)試薬2.5mlおよびクロロホルム 2.5
mlを加え〈試水:試薬:クロロホルム=20:1:1). 5分間振渥後，クロロホルム層 (2.5
ml)をフレームレス原子吸光用ミクロビーカーに取り，上層を約 3mmの水層で覆い蒸
発を防ぐ.そのうちのクロロホルム 10μtをオートサシプラーで， Graphite furnace中
に注入し，以下の条件で，原子吸光装置により Cuを測定した.別に SLS標準液につい
て同一操作を行い検量線から陰イオン界面活性剤の濃度を求めた.




CuSOν5H20 62.3 g. (NHρz'SO‘49.6 g. 1-2-diaminoethane (ethylenediamine) 50 ml 
を11の水に溶解した. 2) SLS標準液:Sodium Laurylsulfate (C12H2ρSOaNa)を用
い.20 mg/lを分析時に調製し.Antifoam-AF-Emulsionを徴量添加し泡沫をおさえた.









地点 層別 採 水 月 地点 層別 採 水 月
No. 5月 7月 9月 12月 No. 5月 7月 9月 12月
1 表底層 355 218 172 304 7 表底層 83 114 101 136 350 ]36 143 3]8 74 87 83 101 
2 表底層 345 166 178 341 8 表底層 91 170 79 93 345 103 96 290 111 70 99 113 
3 表底層 229 129 164 317 9 表底層 156 139 383 332 213 171 160 241 96 121 136 116 
4 表底層 157 129 141 394 10 表底層 160 110 213 127 169 121 139 198 154 116 150 106 
5 表底層 179 407 193 233 11 表底層 171 110 136 140 129 100 114 143 93 57 114 93 
6 表底層 196 472 179 226 12 表底層 193 135 246 113 129 173 83 129 150 106 136 71 
第1図 児島湖内水中の陰イオン界面活性剤濃度の季節変化と分布
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が57-472ppb，平均153ppb，9月が79一部3ppb，平均152ppb， 12月が71-394ppb，平均



























置する No.3地点の上，下層 採水時間 採水地点および水深
水について調べた.採水は NO.1 No.2 NO.3 
(8月7日) 一30分毎に No.1地点は上層 0.2m 3 m 5m 0.2m 2m 0.2m 2m 
(0.2 m)，中層 (3m)，下層 11:30 224 195 233 146 225 144 205 
(5 m)， No.2地点は上層(0.2 12 :∞ 225 190 227 113 206 119 190 
m)，中層 (2m)，No.3地点 12 :ω 2∞ 218 234 105 191 145 163 
は上層 (0.2m)，下層 (3m) 13 :∞ 226 215 240 103 184 158 355 
において行った.分析結果を
13: :ぬ お8 260 247 125 198 341 330 
14 :∞ 317 281 316 108 186 338 ぬ8
第 2表および第2図に示す. 14 :初 337 303 358 113 170 315 325 
調査日(1980年 8月7日) 15 :∞ 323 278 265 123 145 325 335 
の樋門開門操作は 12時30分 15 :ぉ 312 2∞ 289 155 118 309 275 
-15時00分〈以下12:30の 16: 00 302 215 275 153 102 241 252 
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14 :∞~16: 00 の聞は 426~413μσ'/cm と低下し，淡水の移動が推察される.すなわち，
樋門開門に伴って表層水の動きがより大となり，陰イオン界面活性剤濃度の高い表層水
の影響を受け濃度が上昇したとも考えられる. 同様に中層 (3m)においては，導電率は
11 : 30~13 : 30 の聞は 467~720μo/cm であったが， 14: OO~ 16 : 00 の聞には385~443
μd/cmと低下し，樋門開門による上層水のすべり出し現象h聞がみられた.陰イオン界
面性剤濃度もこの動きに呼応して， 14: 00ゃ 15:00の聞には初期の約1.5倍の濃度上昇が
みられた. また下層 (5m)では初期に導電率が7700μU/cmであったが，樋門開門後




し， 16: 00においても約1.7倍と高濃度を示した.下層 (2m)では13: OO~15 : 30の
聞には初期濃度の約1.6倍に上昇した. 導電率も 12: 30~14 : 00の聞にやや低下を示す
が， 300μo/cm前後の値で，淡水の影響が大きく，その差は顕著には示されなかった.ま
たNo.2地点についてみると，水の動きの最も少ない地点と考えられ，導電率の変動は少
なく，全観測時間(11: 30~16 : 00)を通じて，上層 (0.2m) は 446~505μu/cm，下層
(2m) は 480~500μσ/cm で上下層の差も少なかった.樋門開門に伴う陰イオシ界面活性
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剤の濃度変動も顕著ではないが，初期の 146ppbに対し，樋門開門の 12:30-15 : 00の






















採水地点 採 水 時 間
湖から
河川名 の距離 12月29日 12月30日No.地名
(km~ 10:ω13:ω15:3(} 19:ωlili:ω 2:∞ 4:∞ 6:∞ 8:30 
S 1 一宮 12.0 485 332 220 580 250 82 78 69 124 
笹ケ瀬)1S 2 大安寺 11.0 378 235 150 287 210 161 137 1ω 253 
S 3今保 9.0 362 173 118 232 170 190 114 70 170 
S4 浦安 1.0 98 72 95 40 143 95 80 98 70 
足守 JIS '5引米矯 9.0 51 59 53 122 53 87 51 40 122 
Kl 酒津 21.0 76 67 65 169 105 135 49 64 76 
K2 船倉 18.0 488 270 395 208 161 317 214 152 381 
K2'新田 17.5 423 298 365 269 205 365 149 120 327 
倉敷川 K3 天成 13.0 280 248 163 492 317 205 70 83 205 
K4 灘崎 10.0 266 225 111 205 295 127 105 82 181 
K5 倉敷橋 4.5 125 167 240 102 190 39 85 92 102 
K6 都大区 0.5 59 57 107 29 105 98 64 58 60 
妹尾川 Se1妹尾 7.0 332 250 2∞ 680 220 245 243 145 225 
Se 2藤田 3.0 291 305 253 前5 183 199 315 160 205 
らの影響が大であると考えられる.Sl地点から約 3km下流で足守川が合流するがこの
支流域は農耕地帯で比較的生活系排水が少ないと考えられる.分析値を 12月29日， 10: 00 
の例でみると， Sl (一宮〉地点で 485ppbと高濃度を示し，約 3kmのお〈今保〉地点で
は362ppbに減少している.ここから約5∞m 下流で流入する足守川のおく引米僑)地
点では 51ppbと低濃度でやはり生活系排水の影響が少ないことが示された.さらに， 8 
km下流のお(浦安〉地点では 98ppbと減少し， 調査最上流部の Sl地点に比し 20%の
濃度にまで低下していることがわかる.
また，時間帯による渡度変化をみてみると，地点 Sl(一宮)においては， 19:.(凧 10: 
∞1， 13:∞の順に高濃度を示した. すなわち，採水時間の関係から時間的ずれは少々あ
るものの，陰イオγ界面活性剤の濃度は人聞の生活時間帯と呼応し，生活排水の影響が河










う濃度減少がみられた.例えば， 10: 00の例をみると.K1 (酒津)地点で 76ppbである
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が，市街地直下の K2C船倉〉地点では 488ppbと急上昇し，ここから約 5km下流の
KaC天城)地点では280ppb.さらに 3km下流の凡(灘崎)地点では 266ppb.湖から
4.5km地点 No.5C倉敷橋)では 125ppbと暫次減少し.Ke C都六区)地点では 59ppb
となる.これは，濃度の最も高い.K2 C船倉)地点に比し， 12%の値であった.また，濃









10 :∞>13: 30の順に高濃度を示し，その4km下流の SezC藤田)地点では 19:∞> 










1) 湖内水の陰イオシ界面活性剤の濃度範囲は5月が74-355ppb. 7月が57-477ppb. 
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